
27･1化学素材および合成樹脂

石油化学の進展に伴い,それから生産さjtる原料ほますます多岐

にわたっている0また同時に量産による原料のコストダウンもあ

り,新製品の研究から量産への速度が71められている｡

昭和38年度･化学素材部門ではトリメテロールプロパンの副産物

からぎ酸の量産化に成功した｡

合成樹脂部門では,従来アルキド,択素,メラミン,フェノール

樹脂のような縮合形合成樹脂を主としていたが,新たに屯台形の†㌻

成樹脂としてアクリル樹脂を開発した｡新製品として鳳-f六化された

のほアルキド樹脂2種,メラミン樹脂2種,フェノール樹脂3種,

アクリル樹脂4種である｡また新しい合成乾性油としてCP力一イル

を開発し,量産段階忙ほいったっまた塗料用合成樹脂の托凋研究を

進めるとともに需要家の要望にこたえてサービス用として塗装実験

室を整備した｡

ポリエステル樹脂については塗札化粧板用のものを使用車節に

応じ数種類製品化した｡

素材,合成樹脂の輸出についても意をそそぎ,ヒクノールを多量

ソ連に,また各種の合成樹脂を台湾,韓国などに出荷した｡

27･l･1素 材

37年度に稼動を開始したケミカルズ工場の生産は38年膣におい

て順調に進展した0主製品であるトリメチロールプロパンは自家用

アルキド樹脂の原料として消費されるほかに,塗料メーカーでアル

キド原料として使用され,さらにウレタンフォーム用のポリエーテ

ルに使用されるなど需要が増大した｡37年7～9月の生産を基数に

して生産指数を示すと弟l図のとおりである｡

トリメチロールプロパンの副産物としてぎ酸ソーダがでてくる

が,これからぎ酸を製造する技術を確立し,トリメチ｡-ルプ｡パ

ンの量産に伴って量産化された0ぎ酸はJISK1356工業用ぎ酪

JISK8264試薬用ぎ酸の規格に適合する高品位のものである｡

27･1･2 塗料用合成樹脂

(1)アクリル樹脂

アクリルラッカー川樹脂としてヒタロイド1105およぴ1205を

開発した｡従来の硝化綿ラッカーに代わる新しいラッカーとし

て,無色透明であることや,すぐれた耐候性,耐水性,耐油性を

もっているため,需要が増大している0ヒタロイド1105ほやや硬

質･ヒタロイド1205ほやや軟質で,それぞれ特長ある性質をも

つている0さらにヒタロイド1105ほ特走のアルキド樹脂,たと

えばフクルキッドV903と自由に相溶する性質があるので,川途

に応じて変性し,使用範朗をJょくすることができる｡

アクリル焼付塗料用樹脂としてヒタロイド2404およひ2405を

開発した｡従来もっとも多く金属の焼付塗料に使われているのは

メラミンアルキド塗料であるが,アクリル焼付塗料ほこれに代わ

るものとして･もっとも注目されている0ヒタロイド2404,2405

は日立独自の技術で開発されたもので,締着性,耐水性,耐汚染

性など数々のすぐれた性質をもっているので,前掛こ女√計をもっ

てむかえられている0ヒタロイド2404と2405の特性は姉肘兇係

にあり,前者は密着性,耐汚染性にすぐれた高温焼付用でぁり,

後者はやや低温焼付用の樹脂である｡これから製造さjtるアクリ

ル焼付塗料ほ,電気冷蔵埴など耐汚染を必要とする電気軌･打-,怪

金属など密着を必要とする製品に使用され,今後期待される捌旨
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である｡

(2)メラ ミ ン樹脂

前述のようにメラミンアルキド塗料がアクリル焼付塗料に代わ

る動向にも影響され,メラミン樹脂に対しては低価格の要望がま

すます大きくなってきた｡その要望にこたえてプチル化メラミソ

樹脂メラソ25およぴ26を製占占化した｡従来のメラン20,22に比

べて低価格であるとl棚如こ硬化性も早く,短時間で焼付を完了す

ることができる｡

(3)アクリル変性アルキド樹脂

アクリル射生アルキド樹脂としてフクルキッドV903AとV904

を巾販した｡

フクルキッドV903Aは高沸点溶剤を用いたアルキド樹脂でロ

ーラ塗装に適し,金属印刷缶のコーチング用塗料として使用され

折めた｡

フクルキッドV904ほアクリル変性やし仙アルキド樹脂で,今

まで技術的に｢胡難とされていた,不乾性のやし油とアクリルを共

貞合させたものである｡したがって今のところ他社に類似品は全

然なく日立秋口の樹脂である｡すぐれた付着性,耐水,耐薬品

十七 耐苗変性をもっているため,メラミソ焼付塗料,ラッカーな

ど広い用途をもっている｡

27.1.3 ポリエステル樹脂

(1)塗料用ポリエステル樹脂

従来の染料用ポリエステル樹脂は使用時に触媒と似進剤を添加

する,いわゆる3i■佼形であったが,便脚こ便利なため触媒だけを

繰加すれはすむ2音た形の要望が高まってきたので,38年度はこの

形の各種をヨ払1r川二した｡一般硬質の塗料用にほPS-57AP(冬期

拝]),PS-57NP(春秋用),PS-57BP(克則用)を標準化し,またと

くに厚塗,鰍性(じんせい)を要求する向きにはPS-58AP(冬期

川),PS-58NP(春秋用),PS-58BP(夏期用)を生産して市場の

各種の要望にこたえることにした｡

(2)化雛板円ポリエステル樹脂

38年度はポリエステル化駈板用の樹脂の謡要が増大し,これに

過妃けるL一石'1種が開発さjtた｡化粧奴の製造は塗装法により,前述

のポリエステル樹脂でも作ることができるが,もっとも多いのは

鋭i丘i法とフローコーク方式である｡鏡面法ほフイルムで樹脂の表

面をお一おって艇化させ,研摩なしで化粧板にする力法で,これに

適する樹脂としてはPS-57CPがある｡フローコークはもっとも
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量産に適した塗布方式で,二L矧勺に実物のフローコークを設托し

て,必要なデータを整僻するとともに,適糾∫-.種PS-547Aを開

発した｡

27･1･4 その他の合成樹脂

(1)CP オ イ ル

CPオイルは斯い､形の合成乾性油である｡大然の舷性抽とし

ては桐油,オイチシカ札 アマこ州などが著名で,塗料⊥業,印

刷インキ工業で多量に佐川されている〔この中でもっとも･言乞燥性

にすぐれているのは桐油であるが,この州の′ヒ踵ほ‡綜安に追いつ

けず,年々l枯不足となっている(1‾は製作所ではかねてからこの

問題について研究を続けており,柵山に代わる新Lい倒生州CP

オイルの量産に成功した｡

CPオイルは粘度約60ポイズの荊仏紙体で,よう≠糾上Hほ153で

ある｡性質を桐油と比べると乾燥性ほやや劣るが,耐水性,光沢

はきわめてすぐれている｡またとくに汁臼される州生ほCPオイ

ルと桐油とを併用するとき,桐油白身より早い乾燥性を示すこと

である｡すでに業界でもは臼され 印刷インキ,油性塗料に使用

されはじめており,今後の需要ほさらに増大するものと思う｡

(2) ヒタノール2181

合成ゴム接着剤に用いられるフェノール樹脂で,さきに製ハ=と

されたヒタノール2180を改良したものである｡ヒクノール2181

をクPロブレンゴムと配合して接着剤にしたものほ二女止性が良好

で,また接着力の保持性にすぐれているので,接着剤メーカーに

好評をもってむかえられた｡

(3)印刷インキ用樹脂

フェノール脂脂の印刷インキへの利用度はますます高まってお

り,ロジン変性フェノール樹脂として新たにヒクノール271およ

ぴ271Aを製■訃化した｡従米のヒクノールに比べて高軟化ノよ(,高

粘度で,乾燥性にすぐれている｡
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27･1･5 ヒタゾル新製品 二硫化モリブデン潤滑剤

ヒクゾ′しほコロイド黒鉛の製ん1だシナであったが,このたび,コロ

イドニ硫化モリブデン潤滑剤を新たに加えた∩

二硫化モリブデンはすぐれた耐荷重性と減雁性とを示す物質で,

川体澗桝剤とし/ては黒鉛よりまさるものとされている｡払拭が六ノブ

ふ1系で,モリブデンI上iけの偶の内側に硫黄原ナの柄が結合Lて単位

什づを形成し,これがさらに矧ゞゴされた構造になっていて,惟擦のせ

ん斯ノJを受卜jLると,隣接する硫黄屑の附こすべりまたほり苦闘(へき

かい)が二=∴やすいこと,したが/,て,徴鮒化によって′トタ上る粒Jl

の形が鱗什状になり,このような形状の抑+'一で偶成される被脱のJノ+

丁二i‥J;では,枇‾√が紋付舟巾と-､【竹の方向に軋fi=ノて,せん断力による

粒J∴閃のすベF)が∠卜じやすい状態にあること,Lかも,極肝時にお

いて,枇Jノ･ほ金凪自iと必凶に化半紙介することなどにより,梯比潤

附剤としてすぐれた効米を_発揮する｡

ヒタゾルほ,このような巧■11艮をもつ二硫化モリブデンをコロイド

粒子にした製占‾■】_-で,超微粉体,分散液状など各種の矧■.占がある｡研

摩性物質を含有しないニーとほ当然必要であるが,特に最近は,金属

を腐食させる不純物の含有量についてきびしく要求され,水溶性物

質の含有率およびこの物質の水柄液のpIiについて関心がもたれて

いる｡このノ､-よに関して,ヒタゾルは十分の打点カミ払われており,か

つ,粗宴および分散媒の適切な過心こよって,外国矧■り小こまさる特

性が得られている｡

27.2 合成樹脂成形品

熱叶塑性樹脂ほ,従来のポリエチレン,ポリスチレンおよび塩化

ビニルのほかに,ABSポリマ,アセタール樹脂,ポリプロビレン

やホリカーポネートなど,多彩な樹脂がr七場に出担川,それぞれの

特長を三じかし,成形-Ⅰ-l∫-の川途によって朋言帥11に材質を逃ぶことかで

きるようになった｡これらの樹脂と,すぐれた成形技術とにより,

第1表 各 棟 仙 旺 一

覧 去

品 名

MD-1〔侶

MD-40

MG-129

MG-140

MO-131

MO-139

MO-138

MO-109

分散媒

合 成
潤 滑 油

合 成
潤i骨 油

合 成

潤 滑 油

石 油 系
潤 滑 油

石 油 系
潤 滑 糾

リチウムグ

リース

リチウムグ

リース

注:(l)

(2)

(3)

状 態

5′`以下

の微粉体

1/上以下

の超微粉
体

ペースト

淡

ペースト

液

グリース

グリース

使用温度範囲

(℃)

乾燥状態で

-185～400

軽焼状態で

-185～400

ペースト状で

-30～150
乾燥状態で

150～400

同 上

ペースト状で

-10～150

乾燥状態で
150～400

液 状 で

-18～120

ー35～120

-35～120

稀釈剤

(3)
合成潤滑油

(3)
合成潤滑油

石油系の溶
剤および潤
滑油

石油系の溶
剤および潤
滑油

用

15.5

3.0

17.5

13.0

15.5

3.0

JISK2519｢石油製品四球式耐イ苛賓試験力法+iこよる油圧を示す

(1)の値から罪Ijj｡

専用の｢ヒタゾルMG用稀釈剤+が用意してある｡

290

170

300

270

290

170

途 佐 用 方 法

互こを空耗器,ゴム･革製部品,潤滑油使用不可能個
所などの乾燥潤滑 ネジの締付,軸･軸受の樅合,
キー･コッター･ピソの打込などのかじり防止
工作樺械･動力機械のなじみ運転 潤甲油･グリ
ースに添加して耐荷重性の向上 カーボン･焼結
合金･プラスチックスに添加して耐荷重性･耐摩
耗性･放械加工性の向上

おおむね上記に準ずる｡枯軽機械･光学機柁の精
度択持･永久潤滑 金属の引抜･押H･探絞用加
工油に添加してかじり防11ニ フレソティソグコロ

ージョン防止 成形占占の耐荷重性･耐摩耗性･機
械加工性の向上

高温部滑り軸受･炉内機構･弁機構･越境タービ

ン･内燃機などの高温部摩擦栢iのペースト状･乾
燥被膜状潤滑 再分解を必要とするi白】臥祁機構の
かじり防止 ゴム･革製部品の潤滑

おおむね上記に準ずる｡高温部滑り軸受の液状,
乾性被膜状潤滑

低速･垂負荷滑動部のペース
付,軸･軸受の朕合,キー･
込などのかじり防止 スクリ

ム,ギヤー,旋盤のセンター
坪の碍動面･案内満･軸受などの潤滑 新しい歯
枕の組立･なじみ運転

状潤滑 ネジの締

ッター･ピソの打
一駆動機構郡,カ
チャック,工作戟

屯燥被膜形式にほすりつけ,
タンプリング

液体に混合するには挺抒,-7
-ル 粉体に混合するにほ粉
体混合機使用

おおむね上記に準ずる

i･羊け塗り,へら塗り,すりこみ,
グリースガ'/

はけ塗り,油差し,l`】励給油
装筐

はけ塗り,へら塗り,すりこみ,
グリースガン

開放重負荷摩擦而の耐水性･耐候性液状潤滑 開
放歯車,屋外索道装置,土木建設践械,船舶の甲
板装置,気象観測器械などの潤滑

はけ塗り,へら塗り,グリー
スガン

グリースでは負荷に耐えられない越圧潤滑面の潤
椚 重負荷f滑畑山受,スクリュー駆動機帖部,衝
撃荷重部分などの潤滑

ほけ塗り,へら塗り,グリー
スカ'ン

グリース潤滑に適するすべての部分の潤滑 土木
建設機軋 自動車,車両などの豪負荷転り軸受の
潤滑

はけ塗り,へら塗り,グリー
スガン/

(回転数750rpm)｡
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第2図 絶 縁 は し こ

家庭電気占占や_1二業川弧-Il-1にほ他メーカに光がけて朗懲hlr!lを数多く生

産している｡昨年新たに義盛化したものの小には,ホリプロビレン

の携帯用テレビの裏ぶた,アクリル樹脂のテレビ川自細fi透明枚など

である｡

熱硬化性樹脂成形んいま,樹脂と基材との組み合わせにより,種々

の特性を有するものが得られるが,最近は高度な柑生をもち特殊技

術を駆使しなくてほならない成形r訂】が要求されておF),口立ほそれ

らをみごとに成形し量虎化している｡絶縁はしご,H睦モータ用さ

し木,長尺積層板および絶縁セクシ+ンほ,昨iH補充されたおもな

製占占である｡なお電√一.i-1儲二倭などの精嬬機諸;川jJ釦抄L■1Jlの開凪よ,広

く内外に評価されてよいものである｡

27.2.1熟可塑性樹脂成形品

(1)携帯用テレビの裏ぶた

複雑な形状を右しているが,耐熱性,耐軌矧生および苗光絶縁

性が要求されることから,材員をホ■リブロビレンとして困難な成

形に成功した｡

(2)テレビ前面の透明板

透明性,耐衝撃性および高い表面硬度が要求されるが,これに

はアクリル樹脂を用い,表面処置を施した｡

(3)電話器部品

一昨年来,硬円塩化ビニルにより成J捗し,l耐衝撃1甘刊柑熱1さじな

どの要求を満足するものな′卜座したが,昨fトは輪エi川]電話苫:･主など

量産化を確立した｡

27.2.2 熱硬化性樹脂成形品

(1)絶縁は し ご

日本国有鉄道では,折線作濃に竹三処絶縁はlノごを他用している

が,頻度および絶縁性の山で傾川限界にきている｡これに代わる

ものとして,プラスチック黎法絶緑ほしごの製作を日本国石鉄道か

ら依頼され,聾望rl㌔lを納入した′､絶縁ほしごの全長ほ7nlで,その

要求性能はたわノ人および車量が′J､さくかつ絶縁体であることで,

種々検討の結果,材矧よフェノール樹脂とガラス布を佐川し,大

方形のパイプを組み工㌻わせる構造としたっ工要田鉄駅1勺で実用試

験の結果,非常に好諦を子守じ｢木l-‖!_lほ,l]本いヨイJ鉄道のみならず

高電圧括線作業に対する使用が期待されている｡

(2)H種モータ用さし木

H種電車モータ用さし木を開発した｡従来のB種およびF種モ

ータ用さし木は,フェノール樹脂を結合剤としたガラス繊維基材

成形品が賞用されているが,H種用さし木としてはこjtまでこの

先什に適した材料がなく,ンヒ1ミIl椎モータ■7室川三のあい路となって

いた｡これをガラス繊維をノ古材とし,エホキシ梓川持と特殊な触化

剤を用いて製作し,H種条件卜でl一一)ナこの†i二様に耐える材質であ

ることを確かめ,実用.試験に入ったっ従来のさし木に比べて高沌え

における機械的強度の点で特筆すべき性質をもっている｡

(3)長尺積層板

義挙鉄板連続製造装挺の鉄倣ガイド,抄紙機のロール血へ什右し

評 論 才ぎ46巻 打;1-り･
l

第3図 絶 縁 セ ク シ ョ ソ

ている児物を除去するたムて)のドクタ刃先,またはロール1フィパー

抄紙原油を金網へ流し㌻J_1す_1二程で金網を‾女えるためのトップバ

ー,その他工作機械のプレナなどのしゅう動向には,小および太

糸イけ基材フェノール樹脂長尺矧百般を佐川している｡その材質は

機械的此度二および耐牌柑生にすぐれ,悸擦係数が′トさく,加工が

ゼ子妨であるたが〕好評を和ているっ艮ペ積憤板の拳法造範州ほ,長さ

4,000×幅600mm,および良さ2,000×幅1,100mmで厚みは一般

の杭尺倣と同程度のものができる｡

(4)絶縁セクション

r+本田有鉄道は,交直川■川]蛙17日の電搬｢メニ分,儀`起系統l三分,事

故区分などの絶縁物に,赤陛をmいているが,天然虔のため材質

のイこ均一と供給性とに問題ががあるので,これを合成樹脂で製作

した｡各種材料で試作し,機械臥 電気的および耐摩耗性.試験を

行なった紙見,シリコーンガラス成形--一丁-が最適の性能を示した｡

現在新幹線および他の幹線に取り仙ナて実用武険中であるが,採

川される見込みほ十分である｡セクション素材1本ほ,20×30mm

の長力形で,長さ1,500m皿,重量約1.5kgであるが,区二如こより

9本または2本つなぎにして使用される｡

27.2.3 精密成形品

電子計算機などの精密機器に使川される熱硬化性樹脂成形品は,

高度の′義光的特性が要求されると｢和音に,従火の成形ん'∫の概念を破

った､+▲法栴度の特に古いものが要求さJLる｡たとえば,従火の成形

■l‖--で寸法10111mのものの出精繚級寸法公差は,±0･05mnl程度が限

比とさJLていたが,これら精密機符溺l㌔I-1では,±0･0151--mときわ

めてきつい公差のものが要求された｡これらの成形ん'-を柑るた捌こ

仰榊:i6咋り､火,金型黎竺n三,成形材料,成形技術などの広範な分野

にわたって種々検.子寸を重ねてきでチゴリ,畳床化により,耳且在までに

数万桐を+二度している｡金型としてほ成形材料の流れ性を掛こ考慮

して設.汁し,加工精度を一段とあけて製作Lた｡成形技術も従来に

ない高度の技術を必要とし,厳上酎こ管ガ1とされた作業条件ならびに安

定した成ブ抄柑州こより,寸法精度二の高い製打‖1を得ることができた｡

馴--､J･法の一例として,6･35Ⅰ呂:呂2,9･13¢±呂:呂岩昌などがある｡通
仁機群,精密伐掛よ,ますます小形出仕能化される傾向にあるの

で,精軌戊形占占の需要の増大が漸与さJtる｡

27.3 絶 縁 材 料

電気機器の高性能化に伴って,絶縁材料に対する要求もますます

高度化されており,電気的,放伐的性質のほかに機語詩への適合性と

作紫IJLならびに維矧ノ1ミが1川越になっている｡これらのl‡il題を解決す

るための年リノが払われ_多くの三払l-l-1が問充された｡

絶縁ワニスとして,速扱牲を特艮とする汎Illコイルワニス2種を

開発し,またさらに新しい合成樹脂を馴斗にしたエナメル銅線用ワ

ニス5種のlけ販を開始した｡電光絶緑川ポリエステル樹脂として

ほ,新たに2種煩を製品化し,従来のアスファルト形コソ/くウンド

の(む川分野に適合させた｡
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持薬絶縁物とLては耐冷媒用のクロスL‾ハイプロングロス▲】の畳

床に成功した｡

戊J馴寸料では,il-て紬J獅倒ノ】三のもの,外観のすく､'Jtたもの,ラ/ミー

フェノール成形材料,被磁材料などが開発された(

絶縁板でほNEMA規格ⅩXX-PC朴l当l■lj-l,‾汗及ヲ即訂尚fr抜加丁性

の轡圭l■11-1などがある｡

プリント配線基板ではⅩⅩⅩ-PC相､lうんIl｢1己消炎性エポキシ樹

脂悼1--!1のもの,平面[棚各川堪板など比lノけトに7ち…1く詐仙される開発

ん!lでぁる｡

そのほかに耐フロン川スロットライナは冷媒便川のモータ川とし

てすぐJtた州壮を示L,電丁線を照射したポリエチレンフイルム

｢ハイレイ_1の開発ほ,絶縁材料のニューフェースとして江口さjt

ている∩

27.3.1絶縁 ワ ニ ス

(1)速乾コイルワニス

有〔来小形コイル川ワニスとして,もっとも多く悼川されてきた

W230の件能を上まわるヰ)のとLノてW2323を開発した｡このワ

ニスは,右〔米のワニスに比べて速･言排1三でぁると同時にl勺l･脚立鮒′1ミ

にすく､､れている｡ホルて-ル銅維,ポりエステル銅線にも故障な

く佐川さJL,家庭電㌔も;君主共などの′ト形機㍑汁のコイル糾よに適した

ワニスである｡

巾,人形コイルjl-jワニスとしてW2828を開発した∩ このワニ

スは速乾件,仙甘;乾蛛件,耐柵作にすくて､､れで一言り,ど伽こini川1什は

従来のこの挿ワニスをほるかに_卜まj)っている〔Lたが/,で射lミ

ださの【tうな納入機講話のコイルワニスに最適で,また小,大什帥1転

械コイルにも広く位mされている∩前場の.‾シ川棚土_卜々で,/卜椎昂二

は拡大されつつある｡

(2)電線用ワニス

従来,電線用ワニスとしてTf了販してきたのは州l件エナメル銅線

川のW41だけでこ旨)つたが,38iH生からナナ戊樹脂形のエナメル銅

線川ワニスを販′ノヒすることにした｡こJtらの17ニスはエナメル銅

線とLてすでに杜仲j減枠も′､でナゴり,それからノlこjtた砧Tl-1化の

ものでぁる｡

WM【442はホルて-ル銅線川ワニスで,すでに札内でながい他

用実紅をもっており,こJLをさらに故山した形で笹‰1HヒLたもの

である〔たわみ性,耐熱術掛り三,耐樺紺生,耐桁剤性,電㌔(特性

にすぐれたワニスであるn

W11-409はポリエステ/し銅線川ワニスで,またJIS C2358の

W141に適r†すか7ニスでこb)る〔このワニスは機帆杓作質,屯′式

的性質,耐桁剤件,耐ワニス什にすぐJL,とくに耐熱件は桁段に

すぐjLている｡電㌔こ機片汁の性能向_卜の要求から,耐熱度の高いこ

の種エナメル銅線の必安ほますます痛まるものとノ思う〔

WF-450はエポキシ銅線川17ニスでぁる〔エポキシ樹脂は電気

特性,耐水性,耐薬榊チ巨にすぐれているので,その特長をく上こかし

た-フニスで,特に耐水,耐アルカリ件を必要とする用途に適して

いる〔このワニスから作られたェナメ′し銅●維は化′､;ご二▲l二業用モー

タ,研削液のiウ染の心円仁のある工作機川モータ,水巾モータ,冷

凍機川モータの巻紙に佐川さjt,今後の充蝦が判子lてさJtる｡

WR-423は柑殊†ナ金成樹脂を‾ト成分とL,これを水に分散した

エマルジョン形のエナメル銅線J【+ワニスである｡このワニスはた

わみ什,耐挿バ撃性のほかに耐冷媒性にすぐれているので,淋強機

モータの巻末如こ使川される｡また一兎如勺q'了州三もすぐれているので

ホルて-ノし銅線に代わる材料としての川途も考えられている〔

W41()ほ州性エナメ′し銅線川のワニスで,従来のW41に対し

て新Lい観点から閑雅した高波檻,什引山格の材料である｡油性エ

ナメル銅線耶のワニスと同一用途に他作1さjtる｡

製
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27.3.2 絶縁用ポリエステル樹脇

(1) ホ川七･ソト5415

′乍までのJト■リエステ′Lコン/ミヤンドのノ女遥性を故山したもの

で,絶縁コンノ＼ウンドとして,電ルン‾-ブルの接続箱の充てん,

絶縁がい子の充てんなどに使用される｡7ス‾7アルト形のコンパ

ウソドに比べて,悼H川手に和化剤を加える手数はあるが,高温加

熱を必黎とせ寸ご,L′かも高沢時に流出のない耐油絶縁を構成する

ことができる〔

(2) ポリセット54-2

この桝月別王比柑′伽こ代仙桁で,江形件にすぐれているので,充

てん剤と胡上Jナされて,公モ光灯,水銀灯の安定旨旨の充てんに使用さ

れる〔

27.3.3 草葉絶縁物

(1)ハイプロングロス

テトロン布に特殊合成樹肺を埴布したワニスクロスで"ハイフ

ロンクロス''は∩寸印引訂l名である∩ その特長は瀬通のワニスクロ

スに比べて耐冷媒附こすくヾれていることである∩近年,冷凍機語Fき

の発達はめざましいものがカー)F),電1も冷蔵仲,ルームクーラのノト

床は年々増加Lているr､この冷媒として川いらカtるRll,R22に

耐える材料で,スロット絶緑に,また成形物としてウェッジ,ク

サビなどに使用される∩

(2)耐熱ク ロ ス

応近,海外からワニスクロス馳■】lllのリlき介いが多くなり,各種

外同規格-■i■-ルニ/ついて検討を綻亡′1‾ており,MIL-C-915A,AIEE

No.45(1962)に村山与する耐熱ワニスクロスが開発さjtた｡

27.3.4 成 形 材 料

(1)チップ成形材料(CP-59N)

仰;一を芯材としたフェノール成形材料で,JIS規格PM-Ml級

柑当の耐術輝性と,電㌦的性能をもっている｡各種ツマミ,ボビ

ンや電気機器,部一1こi-■など耐術幣性を前祝する部占【-1に好適である∩

(2)チタンコンデンサ被粒材料(CP-Ⅹ2-70N)

熱硬化作樹脈と無機質充てん剤とを〕三原料とし,メタノールお

よびアセトンたどに桁解した1人態で成形する特殊被覆材料で,作

業牲が非撒こよい〔チタンコンデンサなどの小形機製[b-1の防湿お

よび絶緑被‾買掛こJ‾円いる｡

(3) ラバーフェノー′り戊形材料(CP-91B,CP-93B)

特殊樹脂を肘11した耐術■剛′とにすぐれた高絶縁材料で,ボビ

ン,絶緑バサミのハンドノLなどの成形に用いられる｡

(4)メータカノミー川成形材料(CP-Ⅹ-15-1B)

特殊充てん材を仲川した抹プ‾焦な色調とすく､1れた光沢の外観を有

するチ技也フェノー′L成形材料で,メータカバー,ハンドル,ツマ

ミなど外観を特に弔祝する肌如こ用いられる∩

27.3.5 絶 縁 板

(1)高絶縁,高耐湿性絶縁板(LP-41N)

NEMA規格ⅩⅩⅩ-PC相当の絶縁板で,この方而では最高級の

矧■ii■iである｡絶縁件および耐湿性にすぐれ,さらに常温で打抜加

工も可綻である｡

(2)打抜き加工性絶縁‾汗及i甘l(Lfし42N)

何温‾r抜き加ニー二性のある紙価格絶総椒で,従来のⅠ一P--42Nを

さらに改j_注した享貼払である｡

27.3.る プリント配線基板(仙CL)

(1)ⅩⅩⅩ-PC級MCL(MCL-41)

NEMA規格ⅩⅩⅩ-PC相当のMCLで,電気特性,耐湿性にす

ぐれ,さらに常恥で打抜加工も可能である｡

(2)日己消炎性エポキシ紙MCL(MCL-E-47)

紙葛村のエポキシ樹脂を用いたMCLで自己消炎性を有し,す
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く♪れた絹儲.山▲抜れl二什をヰ‥ている′､多勺二の研ノ推力ミもたドJした,

他の追従を許さない悶絶F■汀卜亡ふる｢､

(3)､Iヱ耐Hl路用MClノ

ー般にMCIノをエッチング加+∴すると,鍋ハクと某板との間に

高紙を生じ そのままロータリスイッチのようなしゆう即il終に

使用した場介,銅ハクの悸托やハガレなどを′卜すごるれ∴ミがお,る､=/1ド

凧口l路用MCLほ,この火山をなくす｢川勺で開発され銅ハク血と

基似表面とが同一平伽こなっている製.■.一-,で,川途に比こじ紙フェノ

ールMCL(MCし8H,MCL･-47H),ガラスーエポキシMCL

(MCL-E-61H)およびテトロンーエポキシMCL(MCL-97H)の

4品種がある｡今後ロータリスイッチ,テレビチューナやモータ

のコムミュテ一夕などに広く止潤されることが期待される〔

27･3･7 その他の絶縁材料

(1)耐フレオン性絶縁板(ハイフロン絶縁枚)

耐冷媒性モータの量産化に什い,耐フレオン性処】靴こコイル止

めやスロットクサビなどが要成されるようになった｡木執号.-.ほテ

トロンクロスに耐冷牡件のノ､イフロンワニスWE-720含浸後,桔

僻した絶縁板で,仙げ加‾1二も臼‥忙でき,本.1‾六適用のモータは従

来品に比し大幅に佗脚抑日を短縮し,耐冷媒件や耐熱性を改良し

たものである｡

(2)電子線耶射フイルム(ハイレイ)

本執冒■ほ,ポリエチレンフイルムに馬丁練を照射し,ポリエチ

レン本来のすぐれた冠気特什や耐薬ん川上のほかに耐矧生を加えリl

瑚迂曲度のプ州恍を′トさくし,さらに加熱こよる1′l□敵方汁ヒをもた

せるようにした(したがって一別如こおり､る高絶縁材料,耐食材糾

や誘電体材料など,川途は広く,今後の濡要が期待される∩

27.4 建 築 材 料

最近建築材料のプラスチック化ほ著しいものがあり,種々の新製

品を/巨んでいる｡メラミン化雛仮｢‾ヒッターライト+や,ポリエス

テル化雛板｢ハイポード+ほ,さらに10数種の新柄を勺三んでいる

が,特にシ′レクスクリーン印刷妃洞化粧仮は,斬新なデザイン方式

として注目されている｡またすでに開発したポストフォームヒッタ

ーライトほ,特殊壁面やエレベータジャム用として新棟軸を発揮し

ている｡プラスチック成形r■-∴のなかでは,フロオケ｢ホームバス._l

が独白の設計と技術によっで完成さjlた〔

27･ん1化 粧 板

(1)メラミソ化粧板(ヒッター)

昨年ほ約10種煩の新柄が開発さjtた｡柄物は地味な水fl柄が

あいかわらず好評であるが,新たにソフトな表面のツヤをみせる

表面仕上げSタイプが特に注F】を′ブlいている｡また今年開発され

たシルクスクリーン巨り刷応用化粧板は独特なデザイン効果を発揮

し,今後のメラミンプラスチックス化粧板の一つの方向を示すも

のとして大いに期待されている(

(2)ポリエステル化粧板(ハイポード)

ハイポードほ,ヒッターと同じ柄のものが多く主として軍莞面な

どの,耐熱的に問題のないl勺装r-融こ用いられる｡昨年は10数種の

新柄が加えられ,ヒッターとともに急速な伸長を示している｡

27.4.2 プラスチック成形品

(1)フロオケ(日立ホームバス)

大形射出成形品を主体に独白の設計により完成されたフロオケ

｢ホームバス+は舞4図に示すように清潔で感触もよぐ安価なの

で,一般の注目を引いている｡

(2)水洗便所用タンク(｢]てテプラスチックタンク)

陶磁器のような感触をもつロータソク(第5図にホす)ほ,硬

質塩化ビニール製で,一昨年執枯イヒLたポリエチレンのハイタン

評 論 第46巻 第1号

第4図 フロオケ(口うヒホームバス)

第5周 ロ ー タ ソ ク

クとともに,好評を博している｡

27.5 ゴ ム 製 品

合成ゴム工業の発展に伴い,各種ゴム弘前の著しい特性向上と応

川分野の拡大をみた｡シリコーンゴム,フッ素ゴムなどの応用製品

の需要増加は,将来の発展方向を示す証拠といえよう｡

口丁と電線株式会社ほ,優秀な基礎技術に加えて,精密な金具の自

給化により,各種ゴム成形品を供給,好評を得た｡

また電線巷日豊でつちかわれた押出技術を活用して,工業用,医療

用,家庭絹の各種チューブ,ホース類を製造した｡

ベ′しト妄執l行-■でほ独自のハンドレールを開発し,日立製エスカレー

クに使用されている｡さらに汎用コンペヤ/ヾルトについても新鋭設

備の拡充塵肺によって各方面の要望にこたえている｡

以下その代表的なものをあげ説明する｡

27･5.1回転展望台用大形防振ゴムと駆動用ロール

日立機電_‾亡業株式会社に納入した大形防振ゴムほ回転展望台の全

市量(約100t)を30個で支持,回転軸系統に加わるむらな応力を

除くようにLたもので,表面に厚さ1mmのクロロブレンゴムを被

覆し長期にわたる安定した性能を保持させた｡

また展望剖可転用の駆動ロールほ,特殊配合の天然ゴム材料を使

用し,強大な摩擦力を利用するとともに摩耗量の減少を図るなど新

規な設計が施されている｡

27.5.2 ラバーピロープロックハウジング

各種機語芹の高速化に伴い,プレーンベアリングに代わって,ボー

ルベアリングが多量に使用される傾向にあるが,ハウジングも従来

の鋳鉄製,鋼街製のほかゴム製のものが使用されている｡
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ゴムハウジングは防振性がすぐれているため,フレームやカバー

への回転軸振動の伝達を防_1卜し,空気調整機や換気装揮の軸受など

静的ll]沿道転を要する場所に最適である｡

旭精工株式会社納め,ラバーピローブロックにほ,耐油性のすぐ

れた合成ゴム製ハウジングを使用した｡

27.5.3 シリコーンゴム製品

シリコーンゴム製｢品は性能,価格とも安定し需要が急増している｡

執謀■は第7図に示すとおり,板,チューブ,ベルト,各種形状モ

ールド品など多岐多様に及び,各種の用途に適応するものを供給し

ている｡

27.る 窯 業 製 品

窯業製一打lは従来■甘】の品質の改善ほもとより新分野への進出につと

めている｡がいしおよびがい管類では,放送設備用や,モノレール

用がいしの開発,特殊窯業品ではハロックスの機坤部品への進出

や,特殊耐火物の完成などがあげられる｡最近の電気機器,放伐部

品の発展に伴い,窯業蟄圭ぷハの期待はますます高まりつつある｡

27.る.1一般電磁器

変圧器や,遮断器などの放詩語カミ塩害を問題にして以来,一般がい

し類は急速に耐塩害の形状に変わってきた｡特に超高圧用がいしは

全長を大にする,胴径を細くする,さらに漏えい距離を大にする力

針に基づいてつばの長さを一般r■1i-1の1.2～1.5f如こしつば如にコルゲ

ーションを施し,揃えい距離を1.5～2倍にしている｡これら耐塩害

l甘】は従来の型作業のみでは成形不可能であるため,人焼成l打lの加工

作業を必要とする〔したがって未焼成l訂lの沸さの大きい素地を完成

した｡なお超々高圧用大J捗プッシングの製作にほ,高性能な素地の

完成をみ,現在400kV用プッシングの完成を急いでいる｡一一方屋

内用がいしについてはレジンがいし(Epoxy Resinがいし)の傾秀

な性能や利点が認められ,次第に一一般の長石質磁器に代わF)つつあ

る｡東海道新幹線車両用がいしには一部レジンがいしが使用された｡

第8図に耐塩害がいしを示す｡

27.る,2 特殊窯業品

日立高アルミナ磁器材料ハロックスは,エレクトロニックスへの

応用を始めとし,各分野に採用されますますその兵価を発揮しつつ

ある｡4寺に最近は,この材料の持つ機械的特性を応用し,電㌔も絶縁

および構造材料として手堅化学株器,計器,電気溶接機軌品に,また

機械部品として冶工具,メカニカルシールリング,ボールミル用球

石などに採用され好評を博している｡最近の金属精練の分野におい

ては,高周波真空溶解技術の導入によって使用耐火物(ルツポ)も

高性能のものが要求されるようになった｡これに川いるために開発

された日立特殊耐火物は,高純度の材質で高耐火性を有し耐食性お

よび耐急熱急冷性にもすぐれており,冶金研究用や工業用として実

用化されつつある｡弟9図は特殊窯業品を示す∩

_メ〆.
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第7図 各種シリコーンゴム製品

第8囲 耐 塩 害 が い 子
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第9図 特 殊 窯 業 品

27.7 炭 素 製 品

電刷子については特殊用途向けとし従来品を改良した圧延機関係

直流機用さらに電車用や交流整流子電動機用を開発した｡

刷子保持器としては刷子が摩耗しても圧力が変化しない定圧力形

を開発した｡

27.7.1圧延機関係直流機用ブラシ

製鉄所における圧延機関係の直流楼は負荷が急激にかかり,ピー

ク電流が流れ整流が悪化するので,整流改善対策として成層鉄心の

採用,タンデム形保持器などが使用されるようになった｡この結果

全般的に整流はかなり改善されたが,現在まで解決されなかったの

は整流子片のdraggingである｡整流子片のdraggingとは整流子

片のまくれ(このほかのめり,たれ,かえりなどと呼んでいる)で

あり,このまくれがいちぢるしくなると,隣の整流子片に接触する

危険があり,せん絡の一原因となる場合が多い∩ これがため使用者
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側では絶えず除去せねばならず,dragging防止対策ほ感く要望され

るに至った｡しかしdraggingの発生機構についてほ全く不明なの

で,各電機メーカーともに対策をたてることはほとんど不可能に近

かった｡当社ではdraggingの発生機構について種々の角度から研

究を行なった結果,draggingほ局部電流により軟化した整流十片を

しゅう動するブラシが引きかくことにより生ずるものであるとの結

論を得た｡したがってブラシ材としてほ極力整流子面に均一な皮膜

を生成させてブラシ面におH‾る局部電流を減少させ,さらにブラシ

材の潤滑性を改善すれはdraggingは減少するはずである〔前述の

見地から某製鉄所のご厚意により750V4000HPの直流機を用いて

GH-4005の実機試験を行なったところ,通常一週間前後でdragging

を生じたものが,使用後1年6個月を経過するも全くdragging発

生は認められず良好な結果を示した｡これがためさらに10台前後

の直流機にGIi-4005を使用しているが,いずれもdraggingは発生

していない｡引きつづいてGH-4005より整流特性がすぐれている

GH-4512ブラシを開発し試験中であるが,昭和38年8月現在で4

個月経過しているが,draggingの発生は認められない｡以上の結果

からGH-4005およびGH-4512はdragging発生防止に効果がある

ことを確認した｡

27.7.フ 電車用刷子および交流整流子電動轢用刷子

近年各種交通機関のスピードアップに伴って,電中もまた漸次高

速度化され,電車モータも高速回転のものが採用されるようになっ

た｡したがって電刷子も整流性能がよくかつ長時間の使用に耐える

高品質のものが要求されてきた｡GIi-4012ほかかる用途に使用する

ものとして新しく開発された刷子である｡整流は難整流用刷子であ

るGH-40と同等以上であり,また刷子摩耗も従来の電刷子に比べ非

常に少ない特長を有している｡弟2表にこの刷子の物理特性を示

す｡本刷子はすでに実用に供され好成績を得ているが関西の私鉄A

社およぴB社の記録によると走行1万km当たり平均刷子摩耗ほ

0.80,0.96,0.90mmと1mm以下の実績を得ており,従来品の1/2

以下である｡

また交流整流子電動機は,モータの本質上無火花運転はとうてい

望みえられず,この火花に原因する刷子摩耗が比較的大きいのがな

やみであった｡しかし今回新たに開発した刷子GH-4512は特に耐

摩紺生に富んでおり,この刷子を採用したことにより今までの3～5

倍の長寿命を得たことが全国各地の実用楼により立証されている｡

27.7.3 定圧形刷子保持器

従来回転電機に使用される刷子保持器は,刷子が摩耗するにした

がってばね!重力が変化するため,刷子長さによって,圧力の調整が

必要であった｡最近内外において刷子接触保持用とLて,一定張力

ばねが使用されているが,従来のものは,ばねの一端を刷子箱に固

定し,他端渦巻部が直接刷子の頭部を加圧する構造であったため,

ばねが滑勤し刷子面から離間し,刷子の__L下動に追従できない〔ま

た刷子の取り替えに際し月一手操作ができないなど,実用上問題があ

った｡今回開発された定圧形保持器の特長ほ,弟10,11図に示す

ように箱に案内部を設けてあり,これによって前記の不具合を改善

第46巻 第1号

第10図 定 圧 形 保 持 器

第11図 定 圧 形 保 持 器

第2表 新刷子の 物理特性
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尾

j附寸法

32×32×50

40×25×70

電流密度
(A/cm2J

6.5

6.5

回転数
ぐr/m)

1,700

1,700

刷子日三力
(gr/cm2)

130

115

0.109

0.067

することができた｡なお新規な着想を採り入れて刷子の取り替えを

簡便にしたっ さらに複式ばねで構成されているため,高速機に使用

しても刷子のしゅう動特性はきわめて優秀である｡260¢模疑整流

子による接触障害度の比較試験結果の一例を弟3表に示す｡今回開

発された定圧形刷子保持器は刷子保持特性が良好で,各方面から大

きな関心と期待が寄せられている｡
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